
VisionZero参画でSDGs実現に貢献

Vision Zero が主に貢献できるSDGsはゴール３,４,８,17が該当

ーーー世界の潮流ーーー
全ての職場の事故と疾病を予防する

Issaが提唱する “実践的アプローチ Vision Zero”

Vision Zeroは、働く人の安全(Safety)、
健康(Health)、ウェルビーイング（Wellbeing)の向上を

目指す世界的な活動です

IGSAPは、Issaが推進するVision Zeroの活動･キャンペーンを支援します

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2T目7番53号 Marutaビル8 階
TEL: 06-6399-1211 FAX: 06-4807-3350
http://institute-gsafety.com 

一般社団法人セーフティグローバル推進機構

ゴール3.  あらゆる年齢のすべ
ての人々の健康的な生活を確
保し、福祉を促進する。

ゴール4 .すべての人々への包
摂的かつ公正な質の高い教育
を提供し、生涯学習の機会を
促進する。

ゴール8. 持続可能な経済成
長及び全ての人々の完全かつ
生産的な雇用と働きがいのあ
る人間らしい雇用を促進する。

ゴール17. 持続可能な開発
のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを
活性化する。

Vision Zero ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ登録無料受付中！

安全、健康、ウェルビーイング
はESGでも重要ポイント

人の安全・健康・ウェルビーイングを創造 人と機械が協調する安全を創造

2019/12現在 約 “9,000” の企業・団体が登録済

Vision Zero
キャンペーン

参加登録手続き
（無料）

Vision Zeroで検索後
Vision Zeroキャンペーン
をクリックします。

企業名・登録者名の入力だけ
で簡単に登録することができ
ます。登録は無料で、登録す
ることによる特段の義務の発
生はありません。

登録された企業名は
Vision Zero HPに掲載
され、安全にコミットす
る企業として世界に公
知されます。

Vison Zeroの活動を進める
ためのツールが利用できる
他、登録者にはメールで、
安全に関す世界の情報が
送られてきます。

Vision Zeroキャンペーンは、職
場の安全・健康・ウェルビーイン
グの実現を目指し世界的に展開
されている継続的な活動です。

Visio Zero キャンペーンついて

vision zero 検索

■主な職歴
1989年 明治大学理工学部情報科学科 教授
2002年 明治大学理工学部 学部長
現職 明治大学名誉教授（工学博士）
■その他主な役職
厚生労働省 社会資本整備審議会昇降機等事故調査部会長、
経済産業省 消費審議会製品安全部会長、
消費者庁 参与、

IGSAPは、未来安全構想を掲げ、Safety2.0(協調安全)＆Vision Zero活動・キャンペーンを通じて
人の働く環境の「安全」「安心」と「ウェルビーイング」を創造し「持続可能な開発目標(SDGs)」に貢献します。

世界の安全潮流“Vision Zero”は、2014年にドイツで開催された第20回世界労働安全衛生会議（World Congress on Safety and 
Health at Work）で提唱されたテーマで、人々が重大な労働災害や死亡災害から保護され、安全かつ健康に働く世界をめざす地
球規模の予防文化活動を意味します。同会議は、国連(UN)の専門機関である国際労働機関(ILO )とその傘下にある国際社会保障
協会(Issa)が、主催国の安全衛生団体と共催して３年ごとに開催しています。

1927年設立のIssaは2017年からVision Zeroキャンペーンを開始し、企業・団体レベルの安全
衛生に関する活動を世界的に展開しています。この労働災害や職業性疾病、及びその危険要因を
ゼロに向けた活動により、職場で働く人の安全･健康･ウェルビーイングの実現を目指しています。
一方Vision Zero Fundとは、2015年にドイツで開催されたG7サミット、及びG20閣僚会議で
各国の対応が合意されたグローバルサプライチェーンの中発展途上国における労働安全衛生
への対策を国家レベルで行う活動で、ILOが主導的役割を担っています。
https://www.ilo.org/tokyo/information/pr/WCMS_375653/lang--ja/index.htm

Vision Zeroの活動・キャンペーンは国際社会保障協会(Issa)により提唱されている安全衛生に関す
る企業・団体レベルの世界的な活動です。この活動は、職場での労働災害や職業性疾病、及びその
危険要因をゼロに向けた活動により、職場で働く人の安全・健康・ウェルビーイングの実現を目指
しています。
企業にとって「安全」は、企業の持続的発展、成長に不可欠な要素です。
企業経営者や管理職の皆さん、Vision Zeroの活動・キャンペーンに是非登録参加し、働く人の安
全・健康・ウェルビーイングを目指す一流の企業であることを、国内外に示そうではありませんか。
一般社団法人セーフティグローバル推進機構(IGSAP)は、海外の安全衛生専門機関や企業と手を結
びながら、世界の新たな安全の息吹を日本に吹込み、そして、その安全・安心・健康の実現に向け
た活動を通して、社会の繁栄と人類の幸福に貢献することを目指しています。Vision Zeroの推進、
また達成のための７つのゴールデンルールの実践を共に取り組みましょう。
IGSAP会長 明治大学名誉教授向殿政男

世界の潮流“Vision Zero”の活動



－－－Vision Zeroキャンペーンへの登録は以下HPより－－－
http://visionzero.global/ja/join-us

Vision Zeroキャンンペーンへの参加企業は、従業員の安全・健康・
ウェルビーイングを向上するために、企業内に7つのゴールデンルール
を適用し実践するための資料が利用できるほか、
Vision Zeroの最新情報等を受取ることができます。

Vision Zeroの実践的アプローチで、職場の安全・健康・ウェルビーイング※を実現！!

労働災害の削減と健康的な働き方のための
Vision Zero７つのゴールデンルール

国際社会保障協会（Issa）が提唱した「 Vision Zero」の７つのゴールデンルールは、企業トップや経営層、マネー
ジャークラスの方々に企業の様々のステージでの安全・健康の改善に積極的に取り組むべきルールです。その推進で、
安全・健康・ウェルビーイングにむけた企業活動を加速させ、全ての職場の事故と疾病を予防し、労働災害削減に貢献
します。【ルール作成には、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾞｰｽで1,000人以上の企業ﾄｯﾌﾟ、ﾏﾈｰｼﾞｬｰｸﾗｽ、事故防止ｴｷｽﾊﾟｰﾄ、従業員代表などが参画。】

海外及び日本でVision Zero に
登録している日系企業・団体

グローバルベースで企業活動を展開する日系企業・団体が、
世界各国で Vision Zeroに登録して職場の安全・健康・
ウェルビーイングの実現に向けて推進しています。

安全と健康は経済/ビジネス
面でもプラス

安全で健康な職場の労働条件を整えることは、経済・ビ
ジネス的にもプラスになります。
職場の安全・健康へ投資することで、企業にとって最も
重要な資産である従業員の健康と身体・精神のバランス
を守ることができます。さらに従業員のモチベーション
や働き方、製品の品質、企業の評判、従業員、マネー
ジャー、そして顧客の満足度が上昇することで経済的に
もよい結果が生まれます。
予防施策のROI（投資回収率）を国際的に調査したとこ
ろ、安全と健康に１ドル投資した場合、2ドル以上もの
経済効果が生まれビジネスにとってもプラスになること
が実証されています。

労働災害を削減する実践的アプローチ

世界各国で開催されている “Vision Zero Launches”
日本開催は2018年11月

世界の安全の潮流を受けて、日本でも2018年11月20日に開催した
Safety2.0 国際安全シンポジウムで、ISSAの事務総長
（Secretary General）のHans-Horst Konkolewsky氏の出席
によるVision Zero Launch in Japanが行われました。

Vision Zeroの推進・実行にはトップのコミットメント「リーダーシップ」が重要！
企業内の安全・健康向上には、必ずしもコストがかかるわけではありません。最も大切なことは、経営者が安全・健康の重要
性を認識し、継続的にリーダーシップを発揮すること、そして企業内の多様な部門が積極的に参加して相互を信頼し、オープ
ンなコミュニケーションができる雰囲気作りをすることです。

左：Issa事務総長（2018/11現在）
Hans-Horst Konkolewsky

右：IGSAP会長 明治大学名誉教授
向殿政男

Vision Zeroに登録している
海外の大企業・団体

世界規模で活躍する海外の大企業・団体が Vision Zeroの
重要性を認識し、労働災害削減と健康的に働く環境を築
くためキャンペーンへの登録を加速しています。

資料例）セルフチェックシート⇒

世界の潮流 Vision Zeroに参画し企業価値向上を！

第1回Vision Zero サミットがフィンランド で2019年11月
に開催され、30カ国200人が参加。
第2回サミットの日本開催に向け計画推進中。

世界での労働(業務)災害による
死亡者は年間38万人
負傷者は年間3億74百万人

国際労働機関（ILO）のデーターによると、グローバルベース
での労働災害による死亡者数は年間で273万人（7500人/日）、
負傷者は年間で三億人以上に上ります。企業責任としてこの
削減が喫緊の大きな課題となっています。

Visio Zero キャンペーン登録手続きは、次頁をご覧ください

社名・団体名 業界 本社所在地
3M INNOVATION Chemical US
ABB Electronics/heavy industry Switzerland
AIRBUS Aerospace Germany
BAYER Chemical/pharmaceutical Germany
BIC Stationery France

BOEHRINGER
INGELHEIM Pharmaceutical Germany

BOEING Aerospace US
BÜHLER Food processing Switzerland
CHEVRON Petroleum US
COCA COLA Beverage US
DAIMLER Automobile Germany
DANONE Foods France
DELL Computer US
DELL EMC Data Storage US
DELL
TECHNOLOGIES Technology US

DELOITTE Consulting US
DHL Transport US
DUPONT Chemical US
GENERAL ELECTRIC Electronics US
GOOGLE Internet Technology US
INRS Research University France
INTEL Technology US

社名・団体名 業界 本社所在地
JOHNSON ELECTRIC Electronics US
LEGO Children’s toys Denmark
L’OREAL Cosmetics France
LILLY Pharmaceutical US
MERCEDES-BENZ Automobile Germany
NESTLЀ Food, beverages Switzerland
NOVO NORDISK Pharmaceutical Denmark

OSHA
Governmental office for 
Occupational Safety and 
Health

US

PFIZER Pharmaceutical Germany
PEROSH Research Europe
ROCKWELL
AUTOMATION Industrial automation US

ROLLS ROYCE Automobile UK
SAMSUNG C&T Electronics Korea
SCHINDLER Elevator/escalator Switzerland
SCHOTT Industrial glass Germany
SEAGATE Hard disk US
SHELL CHEMICALS Petrochemical Netherlands
SIEMENS Electronics Germany
TESCO PLC Retailer UK
UNILEVER Consumer goods Netherlands/UK
WALMART Retailer US

社名・団体名 海外法人名 登録国
イオン AEON Credit Service (M) Malaysia
イー・アンド・
イーソリューションズ Japan
オムロン Omron Industrial Automation Europe Netherlands

キャノン Canon Marketing  Sdn. Bhd. Malaysia
Canon opto (m) sdn bhd Malaysia

ザマ・ジャパン Zama Precision Industry 
Manufacturing Inc Philippines

山九 Sankyu Malaysia Malaysia

シマノ
Shimano Pte Ltf Singapore
Shimano Components Malaysia Sdn 
Bhd Malaysia

清水建設 Shimizu Corporation Singapore
シヤチハタ Shachihata (Malaysia) Sdn Bhd Malaysia

信越化学 Shin-etsu polymer Malaysia Sdn Bhd Malaysia
Shin Etsu Magnetics Philippines Philippines

新光電気企業 Shinko electronics Malaysia sdn bhd Malaysia
住友電気工業 Sumitomo Electric Interconnect 

Products (M)Sdn Bhd Malaysia
住友電設 Sumisetsu Philippines, Inc. Philippines
セーフティグローバル
推進機構（IGSAP） Japan
ダイキン工業 Daikin Malaysia Sdn Bhd Malaysia
中央労働災害防止協会 Japan
帝人 Teijin aramid Netherlands
デンカ生研 Japan
デンソー DENSO Philippines Corporation Philippines
DOWA ホールディングス Japan
トヨタ TOYOTA ZAMBIA Malaysia
NIKKEI BP INTELLIGENCE
GROUP Japan
日本規格協会グループ Japan
日本電気制御機器工業会
（NECA) Japan

社名・団体名 海外法人名 登録国
日本認証 Japan

日立

株式会社 日立製作所 Japan
Hitachi Consulting UK

Hitachi Infrastructure Systems (Asia) Pte. Ltd. Singapore

Hitachi Construction Machinery Zambia Ltd. Zambia
富士通 FUJITSU UK UK

富士電機 FUJI ELECTRIC (M) SDN bHD Malaysia

堀場製作所 HORIBA MIRA Ltd UK
ホンダ Honda motorcycle and scooter India pvt ltd India
増田労働衛生
コンサルタント事務所 Japan

三井金属 Mitsui Copper Foil (Malaysia) Sdn Bhd Malaysia
三菱自動車工業 Mitsubishi Motors Philippines Corporation Philippines

三菱電機 Mitsubishi Electric Hydronics &
IT Cooling Systems SpA Italy

三菱UFJ銀行 MUFG Bank (Malaysia) Berhad Malaysia
矢崎総業 Yazaki-Torres Manufacturing, Inc Philippines
有楽製菓 Japan
リックス株式会社 Japan

IDEC

IDEC株式会社
IDEC Corporation US
IDEC IZUMI ASIA PTE LTD Singapore
APEM France
爱德克电气贸易(上海)有限公司 China
IDECファクトリーソリューションズ Japan

Issaが提唱するVision Zeroのコンセ
プトは、安全・健康・ウェルビーイ
ングの３つの次元で全ての職場にお
ける事故と疾病を予防する、革新的
なアプローチで、あらゆる職場・企
業・産業に恩恵をもたらします。

※ウェルビーイング：個人の権利や自己実現が保護され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを
意味する概念（厚生労働省ＨＰより）
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